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始

毎
年
、
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
、
区
内
で
様
々
な
文
化
財
行
事
が
催
さ
れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
家
庭
で
も
年
末
の
大
掃
除
に
始
ま
り
、
正
月
の
飾
り
つ
け
を
し
て
、
大
晦
日
を

過
ご
し
、
正
月
は
、
お
せ
ち
で
祝
い
、
初
詣
に
出
か
け
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
生
活

習
慣
と
し
て
根
づ
い
た
民
俗
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。
今
号
で
は
、
平
成
一
〇
年
一
月
に
行

わ
れ
る
文
化
財
行
事
の
中
か
ら
皆
様
が
見
学
で
き
る
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

正
月
三
が
日
は
、
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文

化
財
「
江
古
田
の
富
士
塚
」
が
一
般
参
詣
者
に

閑
放
さ
れ
、
登
山
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
「
江
古
田
の
富
士

塚
」
は
、
富
士
山
を
信
仰
対
象

と
す
る
富
士
講
に
よ
っ
て
江
戸

時
代
に
築
か
れ
た
塚
で
す
。
直

径
約
三
〇
m
の
円
墳
状
で
、
ジ

グ
ザ
グ
の
登
山
道
は
富
士
の
熔

岩
で
造
ら
れ
、
歌
碑
や
富
士
登

山
記
念
碑
な
ど
の
石
造
物
が
並

ん
で
い
ま
す
。
頂
上
に
は
天
保

一
〇
年
（
一
八
三
九
）
銘
の
石
両
が
あ
り
ま
す
。

。
所
在
地
　
小
竹
町
一
－
五
九
　
浅
間
神
社

・
開
放
時
間
　
午
前
9
時
頃
～
午
後
3
時
頃

一
月
一
八
日
午
後
2
時
頃
か
ら
中
村
三
丁
目

の
御
嶽
神
社
で
中
条
が
行
わ
れ
ま
す
。
祭
り
で

は
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
「
探
湯
の
儀
」
が

行
わ
れ
ま
す
。

「
探
湯
の
儀
」
は
、
湯
立
て
神
事
の
系
譜
の

儀
式
で
、
直
径
六
〇
m
程
度
の
鉄
釜
で
水
を
沸

か
し
、
修
験
者
が
火
打
ち
石
で
清
め
た
後
、
笹

束
を
両
手
で
持
っ
て
、
釜
に
入
れ
振
り
回
し
熱

湯
を
浴
び
ま
す
。
厳
し
い
修
験
の
一
つ
で
あ
っ

た
も
の
が
、
い
つ
し
か
五
穀
豊
穣
や
健
康
祈
願

な
ど
、
民
衆
の
願
い
を
込
め
た
民
俗
行
事
と
し

て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
場
　
所
　
中
村
三
－
八
　
御
嶽
神
社

・
時
　
間
　
午
後
2
時
か
ら

平成9年・高松一丁目八幡神社

毎
年
一
月
二
六
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

で
す
。
全
国
で
こ
の
日
を
中
心
に
大
切
な
文
化

財
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
防
火
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

区
内
で
は
、
練
馬
・
石
神
井
・
光
が
丘
の
各

消
防
署
が
、
消
防
訓
練
を
管
内
の
寺
社
な
ど
で

実
施
し
ま
す
。
訓
練
は
自
由
に
見
学
で
き
ま
す

の
で
、
多
く
の
区
民
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
は
、
ど

の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

戦
後
の
荒
廃
し
た
社
会
に
お
い
て
、
文
化
財

が
売
ら
れ
た
り
放
置
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
昭
和
二
四
年

一
月
二
六
日
、
世
界
最
古
の
木
造
建
築
、
法
隆

寺
金
堂
に
描
か
れ
て
い
た
壁
画
が
失
火
に
よ
り

灰
塵
に
帰
し
ま
し
た
。
こ
の
事
を
契
機
と
し
て
、

翌
年
に
は
文
化
財
保
護
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
法
隆
寺
金
堂
の
修
理
が
完
了
し
た
昭

和
二
九
年
に
、
一
月
二
六
日
を
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

∴
開
催
場
所
、
時
間
等
の
詳
細
は
一
月
二
一
日

号
ね
り
ま
区
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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「
南
大
泉
の
町
」

文
化
財
保
護
推
進
員
　
荒
井
　
道
子

ねりまの文化財第37号

秋
晴
れ
の
日
曜
日
、
区
独
立
五
十
周
年
を
祝

う
南
大
泉
地
区
祭
大
泉
第
六
小
学
校
会
場
に
出

か
け
た
。
地
場
野
菜
。
園
芸
の
店
も
並
び
大
勢

の
子
供
、
大
人
が
楽
し
げ
に
集
っ
て
い
た
。
誰

が
放
っ
た
か
風
船
が
舞
い
上
が
る
。
ふ
と
大
泉

六
小
の
母
体
校
大
泉
二
小
の
校
歌
を
思
い
出
し

た
。こ
の
空
を
ご
ら
ん
　
む
さ
し
野
の
畑
と
林
を

つ
つ
ん
だ
空
を
…
…
あ
の
富
士
を
ご
ら
ん
…

・
土
の
麦
を
ご
ら
ん
…
・
‥

当
時
は
こ
の
歌
の
通
り
麦
畑
と
雑
木
林
の
続
く

所
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
帰
路
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
気
分
で
、
南
大
泉
の
町
を
歩
い
て
み
た
。

保
谷
駅
東
踏
切
の
辺
り
、
朝
夕
数
十
台
の
車

が
行
列
す
る
こ
の
道
は
、
大
八
車
に
野
菜
を
積

み
、
帰
り
は
下
肥
を
積
ん
で
き
た
道
。
今
、
若

者
の
入
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
入
口

は
、
か
つ
て
は
江
戸
時
代
の
元
号
の
あ
る
墓
が

並
び
、
花
が
手
向
け
ら
れ
て
い
た
。
今
は
移
さ

れ
て
影
も
な
い
。

西
へ
歩
い
て
み
た
。
こ
の
十
年
程
の
問
に
高

い
ビ
ル
が
幾
つ
も
建
っ
た
商
店
街
だ
が
、
わ
ず

か
三
〇
年
前
に
は
炭
火
で
お
ば
あ
さ
ん
が
お
団

子
を
焼
い
て
売
っ
て
い
た
。
今
は
ビ
ル
と
な
り

息
子
さ
ん
が
お
菓
子
を
商
っ
て
い
る
。

南
へ
向
き
を
変
え
る
。
稲
荷
神
社
は
神
主
さ

ん
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
鳥
居
と
夏
祭
に
活
躍
す

る
神
輿
が
置
か
れ
た
場
所
の
隣
は
公
園
に
な
っ

て
い
た
。
駐
輪
場
や
広
い
駐
車
場
は
、
森
と
屋

敷
墓
と
麦
畑
の
続
く
夏
涼
し
い
風
の
吹
く
所
で

あ
っ
た
。
ケ
ー
キ
の
よ
う
な
建
物
の
マ
ン
シ
ョ

ン
の
側
に
広
い
敷
地
の
農
家
が
残
っ
て
い
る
。

だ
が
昼
な
お
暗
か
っ
た
大
銀
杏
の
並
木
は
無
い
。

所
沢
道
へ
出
る
。
こ
の
道
は
三
宝
寺
前
を

通
っ
て
富
士
街
道
を
斜
断
、
南
大
泉
を
経
て
保

谷
、
所
沢
へ
と
通
じ
る
道
で
、
大
体
今
の
早
稲

田
通
り
で
あ
る
。
江
戸
期
に
は
「
所
沢
へ
ノ

道
」
と
記
し
て
あ
っ
た
。
明
治
一
三
年
の
地
図

を
見
た
が
南
大
泉
の
主
な
道
は
現
在
と
そ
れ
程

変
化
が
な
か
っ
た
。
道
ぞ
い
の
T
さ
ん
の
広
い

庭
先
を
の
ぞ
く
と
、
い
っ
ぱ
い
並
ん
だ
大
き
な

樽
に
鉢
巻
姿
の
若
い
衆
が
威
勢
よ
く
大
根
を
漬

け
込
む
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

南
大
泉
の
町
が
盲
記
録
の
上
で
小
樽
村
と
し

て
出
て
く
る
の
は
、
一
五
五
九
年
（
永
禄
二
）

に
諸
役
負
担
の
基
準
を
明
記
し
た
『
小
田
原
衆

所
領
役
帳
』
で
あ
る
。
「
小
樽
保
屋
九
十
八
貫

八
六
〇
文
、
太
田
大
膳
亮
知
行
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
白
子
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
早
く
か
ら
集

落
が
発
達
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
小
樽
村

（
南
大
泉
・
西
大
泉
・
大
泉
学
園
町
の
一
部
）

と
は
、
故
加
藤
惣
一
郎
氏
（
郷
土
史
家
）
に
よ

る
と
「
樽
と
は
皮
の
つ
い
た
ま
ま
の
材
木
、
屋

根
ふ
き
に
使
う
薄
皮
、
樽
木
と
は
薪
炭
材
の
木

と
考
え
ら
れ
、
武
蔵
野
の
古
歌
な
ど
か
ら
こ
の

あ
た
り
は
楢
、
轢
、
茅
な
ど
が
茂
っ
て
い
た
の

で
小
樽
の
地
名
が
生
ま
れ
た
と
思
う
」
と
あ
る
。

三
丁
目
の
ナ
タ
ナ
シ
の
森
や
一
丁
目
の
雑
木
林

の
公
園
に
そ
の
面
影
を
合
わ
せ
て
み
た
。

江
戸
時
代
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に

「
小
樽
村
ハ
。
…
＝
東
ハ
上
白
子
村
。
及
白
子

川
ヲ
隔
テ
。
豊
島
郡
土
支
田
村
二
隣
り
。
西
ハ

本
郡
下
保
谷
村
。
南
ハ
豊
島
郡
関
村
。
及
郡
内

保
谷
村
二
堺
ヒ
。
北
ハ
中
澤
辻
両
村
二
接
シ
。

…
：
人
家
三
百
二
十
軒
。
川
越
街
道
ノ
内
白
子

ノ
宿
へ
人
夫
ノ
足
助
ヲ
ツ
ト
ム
。
此
ア
タ
リ
用

水
ノ
便
ア
シ
ケ
レ
バ
。
水
田
少
ク
畑
多
シ
。
：

…
」
と
あ
る
。

一
七
〇
三
年
（
元
禄
十
六
）
、
江
川
太
郎
左

衛
門
支
配
の
時
に
村
高
の
半
ば
が
徳
川
譜
代
の

米
津
出
羽
守
の
所
領
と
な
っ
た
が
、
上
小
樽

（
南
大
泉
）
は
代
官
領
と
し
て
残
り
、
幕
末
に

至
っ
た
。
一
六
四
一
年
（
寛
永
十
八
）
に
尾
張

侯
の
鷹
揚
の
内
に
小
樽
村
も
指
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
江
戸
中
期
以
後
は
米
津
領
と
天
領
に
分

か
れ
、
全
体
的
に
は
鷹
揚
と
し
て
尾
張
家
の
支

配
も
受
け
る
と
い
う
二
重
支
配
地
だ
っ
た
。

近
世
、
新
田
の
開
発
が
進
む
と
、
南
大
泉
は

北
か
ら
中
前
新
田
、
前
新
田
（
大
泉
二
小
の
辺

り
）
、
富
士
街
道
に
至
る
辺
り
は
大
前
新
田
と

な
り
、
正
保
年
間
（
一
六
四
四
－
八
）
は
小
樽

村
五
四
八
石
と
な
っ
た
。

明
治
に
な
っ
て
小
樽
村
は
、
入
間
県
、
埼
玉

県
の
管
轄
を
経
て
、
明
治
二
四
年
に
東
京
府
北

豊
島
郡
大
泉
村
と
な
っ
た
。
昭
和
七
年
、
上
小

樽
は
初
め
て
南
大
泉
町
と
し
て
板
橋
区
に
属
し

た
。
練
馬
区
南
大
泉
町
と
な
っ
た
の
は
練
馬
区

独
立
の
昭
和
二
二
年
で
あ
る
。
ち
な
み
に
南
大

泉
町
の
人
口
・
戸
数
は
昭
和
九
年
一
二
〇
八
人
、

二
二
四
戸
で
あ
っ
た
。

前
述
の
大
泉
二
小
は
大
正
元
年
大
泉
小
の
第

二
分
教
場
と
し
て
開
か
れ
、
昭
和
一
八
年
に
独

立
し
た
。
当
時
の
写
真
を
見
る
と
周
り
は
一
面

の
麦
畑
で
ヒ
バ
リ
が
さ
え
ず
る
よ
う
な
の
ど
か

な
風
景
で
あ
る
。
保
谷
駅
が
池
袋
か
ら
四
つ
め

の
駅
と
し
て
大
正
四
年
に
で
き
た
が
、
学
校
か

ら
汽
笛
が
聞
こ
え
、
汽
車
の
通
る
様
子
が
よ
く

見
え
た
と
い
う
。
そ
の
後
人
口
も
増
え
、
昭
和

四
五
年
大
泉
六
小
が
分
か
れ
て
い
っ
た
。

大
泉
二
小
を
中
心
と
し
て
撮
っ
た
昭
和
二
八

年
・
四
二
年
・
五
十
年
の
三
枚
の
航
空
写
真
が

残
っ
て
い
る
が
、
並
べ
て
見
て
い
る
と
興
味
は

尽
き
な
い
。

南
大
泉
の
町
巡
り
を
し
て
、
最
後
に
井
頑
池

（
こ
こ
か
ら
東
大
泉
）
か
ら
白
子
川
を
下
っ
て

妙
福
寺
に
辿
り
着
い
た
。
八
五
〇
年
（
嘉
祥

三
）
慈
覚
大
師
の
草
創
と
い
わ
れ
て
南
大
泉
に

所
在
す
る
多
く
の
文
化
財
が
あ
る
寺
。

庫
裏
に
残
る
「
か
ら
か
さ
造
」
は
区
内
で
も

古
い
建
築
で
あ
り
、
徳
川
将
軍
の
朱
印
状
も
残

る
。
除
夜
の
鐘
は
希
望
者
に
は
つ
か
せ
て
貰
え

る
。
明
治
に
、
北
の
新
屋
（
保
谷
）
の
姑
が
よ

く
聞
こ
え
た
と
い
う
鐘
の
音
は
、
今
は
ど
こ
ま

で
と
ど
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
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Pゆゆゆ鴫′⊃CせつCヰ〃巧
尊
さ
。
。
曾
阜
U
P
や
∩
含
小
や
U
n
や
。
号
音
阜
。
。
官
。
官
舎
。
官
。
官
尊
喜
爪
、
官
。
曾
d

練
馬
区
の
遺
跡
　
②

石
神
井
川
流
域
の
遺
跡

喜
P
曾
喜
ぐ
曾
∩
＼
や
0
号
∩
＼
ヤ
U
O
や
U
O
官
や
曾
○
官
や
や
じ
且
盲
ぐ
官
尊
P
曾
Y
O
曾
や
せ
Y
O
曾
∩
、
曾

石
神
井
川
流
域
に
は
区
内
で
遺
跡
の
数
が
最

も
多
く
、
七
〇
箇
所
を
数
え
る
。
そ
の
内
訳
は
、

旧
石
器
時
代
が
二
九
箇
所
、
縄
文
時
代
が
五
九

箇
所
、
弥
生
時
代
が
一
三
箇
所
、
古
墳
時
代
が

九
箇
所
、
奈
良
時
代
が
七
箇
所
、
平
安
時
代
が

七
箇
所
、
中
世
が
八
箇
所
、
近
世
が
四
箇
所
で

あ
る
。富士
見
池
遺
跡
群
（
恥
3
8
）
は
、
関
町
北

三
丁
目
の
台
地
縁
辺
に
広
が
る
追
跡
で
、
保
谷

市
下
野
谷
遺
跡
に
連
続
す
る
。
遺
跡
群
は
溜
淵

遺
跡
、
武
蔵
関
遺
跡
、
天
祖
神
社
東
遺
跡
、
葛

原
遺
跡
A
地
点
を
含
む
。
武
蔵
関
遺
跡
で
は
、

旧
石
器
時
代
の
二
〇
班
は
あ
っ
た
と
さ
れ
る
大

型
の
石
槍
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
遺
跡
群
で
は

らゆ。書○仰。亀ウレわ

陥穴　左；縄文時代（武蔵関北遺跡），

右；近世以降（川北遺跡）

縄
文
中
期
（
四
五
〇
〇
年
前
）
の
竪
穴
住
居
跡

が
多
数
見
つ
か
っ
て
い
る
。

対
岸
の
関
町
北
四
丁
目
の
川
北
遺
跡
（
恥
3

7
）
で
は
、
近
世
以
降
の
陥
穴
が
あ
り
、
隣
接

す
る
武
蔵
関
北
遺
跡
で
は
縄
文
時
代
の
同
じ
よ

う
な
形
状
の
陥
穴
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
流
域
に
は
縄
文
中
期
の
集
落
跡
が

多
く
、
主
な
遺
跡
は
、
石
神
井
台
四
丁
目
の
扇

山
遺
跡
（
恥
5
7
）
、
石
神
井
町
五
丁
目
の
池

淵
遺
跡
（
恥
6
4
）
　
（
一
部
が
遺
跡
公
園
と
し

て
埋
め
戻
し
保
存
さ
れ
て
い
る
）
、
富
士
見
台

四
丁
目
の
堀
北
遺
跡
（
恥
8
6
）
、
貫
井
二
丁

目
の
中
村
橋
遺
跡
（
恥
8
9
）
と
貫
井
二
丁
目

遺
跡
（
恥
9
1
）
、
小
竹
町
一
丁
目
の
小
竹
遺

跡
（
恥
1
1
6
）
　
で
あ
る
。
小
竹
遺
跡
で
は
墓

と
考
え
ら
れ
る
土
坑
（
穴
）
か
ら
ヒ
ス
イ
製
の

垂
れ
飾
り
が
出
土
し
た
。

弥
生
時
代
と
奈
良
平
安
時
代
の
集
落
跡
が
、

貫
井
二
丁
目
遺
跡
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、

都
内
で
は
珍
し
い
奈
良
時
代
の
土
師
器
を
焼
い

た
跡
や
金
銅
製
の
帯
金
具
が
出
土
し
て
い
る
。

都
の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
尾
崎
遺

跡
（
恥
9
8
）
は
、
春
日
町
五
丁
目
に
所
在
す

る
。
低
湿
地
帯
か
ら
一
万
年
以
上
前
の
カ
ラ
マ

ツ
な
ど
の
植
物
化
石
を
含
む
江
古
田
植
物
化
石

層
が
確
認
さ
れ
た
。
他
に
都
内
で
も
珍
し
い
火

鋳
り
白
（
木
製
の
火
を
起
こ
す
道
具
）
が
出
土

し
た
。
早
宮
三
丁
目
の
中
宮
遺
跡
（
恥
1
0
1
）
で

は
、
縄
文
早
期
（
八
〇
〇
〇
年
前
）
の
竪
穴
住

居
跡
の
他
、
、
古
墳
初
頭
の
完
形
の
小
型
壷
や

高
林
が
集
中
し
て
出
土
し
た
祭
祀
跡
が
見
つ

か
っ
て
い
る
。

早
宮
一
丁
目
の
東
早
淵
遺
跡
（
恥
1
4
3
）

で
は
、
弥
生
後
期
の
方
形
周
溝
墓
や
平
安
時
代

の
竪
穴
住
居
跡
が
調
査
さ
れ
た
。
遺
跡
の
一
部

が
史
跡
公
園
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

中
世
で
は
豊
島
氏
由
来
の
城
跡
な
ど
が
周
知

さ
れ
て
い
る
。
石
神
井
城
跡
（
恥
5
3
）
は
石

神
井
公
園
内
に
土
塁
や
濠
が
残
さ
れ
て
い
る
。

向
山
三
丁
目
の
練
馬
城
跡
（
恥
1
3
0
）
は
発

掘
調
査
に
よ
っ
て
濠
の
一
部
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
上
石
神
井
三
丁
目
の
城
山
遺
跡

（
恥
4
5
）
・
愛
宕
山
塁
（
恥
1
3
9
）
　
の
発

小型壷（中宮遺跡）
祭祀跡（中宮遺跡）
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『
練
馬
の
寺
院
』
　
の
改
訂
作
業
か
ら

練
馬
区
郷
土
史
シ
リ
ー
ズ
　
『
練
馬
の
寺
院

（
平
成
八
年
版
）
』
に
は
四
五
の
寺
院
（
十
一

ケ
寺
を
数
え
る
と
五
五
）
を
収
録
し
て
い
る
。

表
1
～
表
3
は
、
こ
の
冊
子
を
も
と
に
作
っ
た
。

表
1
は
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
〔
安
政
一

一
（
一
八
一
八
）
年
〕
』
に
書
か
れ
て
い
る
練

馬
の
寺
院
を
宗
派
別
に
ま
と
め
た
。
表
1
で
は

練
馬
で
開
山
し
た
寺
院
の
大
部
分
が
新
義
真
言

宗
の
寺
院
で
、
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
法
華
宗
（
後

の
日
蓮
宗
）
　
の
寺
院
で
あ
る
と
読
み
と
れ
る
。

そ
の
所
在
地
は
、
新
義
真
言
宗
寺
院
が
練
馬
全

域
に
広
が
っ
て
い
る
の
に
法
華
宗
寺
院
は
練
馬

の
ほ
ぼ
西
の
方
に
偏
っ
て
い
る
。
（
新
義
真
言

宗
は
鎌
倉
時
代
に
で
き
た
宗
派
で
初
め
は
和
歌

山
の
根
来
寺
に
あ
っ
た
が
、
豊
臣
秀
吉
の
焼
き

打
ち
で
一
度
は
滅
ん
だ
。
し
か
し
法
燈
は
奈
良

の
長
谷
寺
と
京
都
の
智
積
院
に
す
ぐ
に
引
き
継

が
れ
豊
山
派
と
智
山
派
に
分
か
れ
た
。
）

法
華
宗
寺
院
の
所
在
は
、
下
総
中
山
法
華
経

寺
か
ら
妙
福
寺
へ
の
布
教
に
始
ま
り
、
妙
福
寺

が
中
心
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
西
の
方
で
あ
る

こ
と
は
う
な
ず
け
る
。
し
か
し
新
義
真
言
宗
寺

院
の
場
合
、
練
馬
全
域
に
な
ぜ
こ
の
数
の
よ
う

に
盛
ん
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
そ
の
半
数
の
寺

院
が
廃
寺
ま
た
は
合
併
さ
れ
て
現
存
で
き
な

か
っ
た
の
は
、
ど
ん
な
事
情
に
よ
る
の
か
。
解

明
の
必
要
を
感
じ
る
。
江
戸
時
代
に
お
け
る
幕

府
の
寺
院
対
策
、
特
に
将
軍
綱
吉
時
代
の
新
義

r新編武威風土記稿」に見える練馬の寺院

練

宗　 派 現存 している寺院 （開山年 ・時代） 現在の宗派 練馬に現存 しない寺院

新

義

1．教学院 〔文永 5 （1268）年 ・鎌倉〕

菖

智山派 1．活性寺 （金乗院に合併）

2．南蔵院 〔中興 ・14世紀 ・南北朝〕 豊山派 2．威徳院 （　 〝　　 ）

馬

3．三宝寺 〔応永元（1394）年 ・室町〕 智山派 3．松林寺 （　 ′′　　 ）

4．愛染院 〔永享 9 （1437）年 ・室町〕

、、′　 ヒゝ 一

豊山準 4．高徳寺 （　 ”　　 ）

員
5，禅定院 〔15　紀 ・室町？〕 【：：コ 智山派 5、東林 、 （　 ”　　 ）

で

開

6．円明院 〔16世紀 ・室町〕 豊山派

′′

′′

′′

′′

′′

〝

′′

／′

6，高松寺

7，円光院 〔永禄 7 （1564）年 ・室町〕 7．養福寺

亡コ

宗

8．　 厳 、 〔16　紀 ・　 町〕 示 8．7

9．金棄院 〔16世紀 ・安土桃山〕 9．成就院

10．長命寺 〔慶長18（1613）年 ・江戸〕 10．西光寺

11．能満寺 〔17世紀 ・江戸〕 11．南光院

山

し

た

寺

院

12．正覚院 〔17世紀 ・江戸〕 12．貢福寺

13．寿福寺 〔17世紀 ・江戸？〕

14．光イ云寺 〔18世紀 ・江戸？〕

13，最勝寺

法

華

宗

1．妙福寺 〔元享 2 （1322）年 ・鎌倉〕

2．大乗院 〔14世紀 ・南北朝〕

3．善行院 〔15世紀 ・室町〕

4．妙延寺 （永禄 11（1568）年 ・室町〕

5．法性院 （16世紀 ・安土桃山〕

6．本照寺 （16世紀 ・安土桃山〕

7．妙安寺 〔17世紀 ・江戸〕

8．木立寺 〔17世紀 ・江戸〕

日蓮宗

／′

′′

′′

′′

′′

′′

′′

1．本応院 （妙福寺塔頭）

天台宗 1．大覚寺 （廃寺）

禅宗

曹洞派

1．道場寺　〔応安 5 （1372）年 ・南北朝〕 曹洞宗

時　 宗 1．阿弥陀寺 〔17世紀 ・江戸〕 時　 宗

移 節義 1．宝蔵院 （観議院） 真言宗

つ
て
き寺

た院

真言宗 〔文明 9 （1477）年転入 ・室町〕 智山派

法華宗 1．本覚寺

〔安政 2 （1855）？年 ・江戸〕

日蓮宗

表3　戦災を受けた寺で練馬に移った寺院

寺　 院 宗　　　 派 移ってきた年 前　 所　 在　 地

1．法敵寺 浄土真宗大谷派 昭和27（1952）年 浅草

本願寺塔頭

田端町
（北区滝野川）
麻布今井谷

（港区六本木）
札ノ辻

（港区芝田町）

2．仲台寺

3．法音寺

4．智福寺

浄土宗

曹洞宗

浄土宗

昭和36（1961）年

／′

昭和40（1965）年

真
言
宗
・
長
谷
寺
へ
の
関
わ
り
　
ー
綱
吉
生
母

桂
呂
院
の
信
仰
、
長
谷
寺
小
池
坊
出
身
の
護
持

院
隆
光
の
活
躍
な
ど
と
関
連
づ
け
る
と
、
練
馬

へ
の
影
響
も
考
案
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

表
2
と
表
S
は
、
大
き
な
災
禍
を
受
け
て
練

馬
に
移
っ
て
き
た
寺
院
を
ま
と
め
た
。
表
2
か

ら
は
練
馬
に
無
か
っ
た
四
つ
の
宗
派
が
大
正
末

か
ら
昭
和
初
め
に
か
け
て
移
っ
て
き
た
こ
と
、

表
3
で
は
す
で
に
あ
る
宗
派
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
こ
で
震
災
後
と
戦
災
後
の
移
転
と
で

は
、
質
的
に
か
な
り
の
差
違
が
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
表
2
の
移
転
は
曜
災
後
二
年

～
五
年
で
あ
る
の
に
、
表
3
で
は
七
年
～
二
〇

年
を
移
転
に
要
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う

な
事
情
が
伴
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
『
練
馬
の
寺
院
』
を
編
集
し
な
が
ら

気
付
い
た
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
ま
と

め
て
見
ま
し
た
。
調
べ
て
下
さ
る
方
、
教
え
て

下
さ
る
方
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

〔
郷
土
資
料
調
査
員
　
三
上
英
男
〕

表2　関東大震災で雁災して・練属に移った寺院

寺　　　　　 院 宗　　　 派 移 ってきた年 前　 所　 在　 地

1．円興院（廣徳寺別院

昭和 53年秩父へ）

桂徳院

（廣徳寺塔頭）
廣徳寺

臨済宗大徳寺派

′′

′′
浄土宗

大正 14（1925）年

昭和30（1955）年

昭和53（1978）年

下 谷

′′

／′
浅草田島町

誓願寺塔頭

築 地

〝

′′
下谷南稲荷町

（松が谷町）

2．十一ケ寺 （通称） 昭和 2 （1927）年　か ら

′′

昭和 3 （1928）年

′′

′′

3．宝林寺

4．員籠寺

浄土真宗　本願寺派　′′

5．敬覚寺

6．繭松寺
　 ′′
真宗 高田派
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